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土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
の
周
知
徹
底
と
整
備
を

　

質
問　

村
で
は
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
平
成
22
年
に
作

製
し
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た

が
、
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

　

３
点
お
伺
い
し
ま
す
。

①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す
の
み

で
情
報
提
供
を
行
っ
た
と
満
足
を

し
て
は
い
け
な
い
、
今
後
の
整
備

計
画
と
、
防
止
対
策
の
進
捗
状
況

は
。

②
村
土
砂
災
害
警
戒
区
域
図
に

は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ

ロ
ー
ゾ
ー
ン
）、
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
を

指
定
し
て
い
ま
す
。
防
災
工
事
、

移
転
、
危
険
地
近
接
住
宅
事
業
の

認
可
、
支
援
を
受
け
る
に
は
ど
の

様
な
対
策
が
必
要
か
。

③
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
（
土
石
流
、

急
傾
斜
地
の
崩
落
、
地
滑
り
）
の

治
山
、
治
水
対
策
の
指
導
は
。

　

答
弁
（
久
保
田
村
長
）
村
内
の

土
石
流
危
険
渓
流
は
22
ヵ
所
、
地

滑
り
危
険
ヵ
所
は
17
ヵ
所
、
急
傾

斜
地
の
崩
壊
危
険
ヵ
所
１
０
２
ヵ

所
で
、
合
計
１
４
１
ヵ
所
を
「
土

砂
災
害
警
戒
区
域
」
い
わ
ゆ
る
イ

エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
や
、「
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
」
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー

ン
と
し
て
、
平
成
19
年
３
月
に
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

　

砂
防
事
業
は
、
駒
場
地
区
の
砂

防
堰
堤
が
、
18
年
度
着
工
以
来
、

６
年
の
歳
月
経
て
24
年
10
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
新
た
に
水
中
地
区

の
砂
防
堰
堤
の
整
備
に
向
け
て
、

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

山
腹
斜
面
を
保
護
す
る
牧
の
稲

荷
地
籍
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
に
20
年
か
ら
４
年
経
て
本
年
度

中
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

②
村
内
の
移
転
し
、
新
た
に
住
宅

建
設
さ
れ
る
方
に
78
万
円
を
限
度

に
補
助
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
り

入
れ
の
場
合
、
建
設
費
は
３
１
０

万
円
、
土
地
取
得
費
は
96
万
円
限

度
に
利
子
補
給
さ
れ
ま
す
。

　

再
質
問　
歴
史
的
建
造
物
が
そ

の
地
に
あ
っ
て
、
移
転
先
困
難
な

場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

答
弁　
保
存
す
る
こ
と
は
、
大

切
な
こ
と
で
す
。
移
転
の
場
合
に

は
村
に
事
前
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　

再
再
質
問　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
は

制
約
が
あ
る
が
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
は
ど
ん
な
対
応
を
す
る
の
か
。

　

答
弁　
災
害
対
策
な
ど
の
対
策

を
と
っ
て
い
き
た
い
。

駒場地区の砂防堰堤が、平成 18 年度の着工以来、
約６年の歳月を経て 24 年 10 月に完成しました。

涌 井  仙 一 郎  議 員

一 般 質 問
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国
土
利
用
計
画︵
高
山
村
計
画
︶

　
の
策
定
は

　

質
問　
①
第
５
次
高
山
村
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
は
。

②
国
土
利
用
計
画
の
見
直
し
と
、

実
施
計
画
は
。

　

答
弁
（
久
保
田
村
長
）
①
総
合

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
付

加
価
値
の
高
い
高
山
村
産
ワ
イ
ン

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
文
化
力
を
高
め

る
施
設
の
あ
り
か
た
、
地
域
医
療

福
祉
施
設
及
び
子
育
て
支
援
施
設

の
充
実
な
ど
、
よ
り
具
体
的
に
見

直
し
を
考
え
て
い
る
。

②
後
期
計
画
に
体
系
づ
け
ら
れ
た

実
施
計
画
と
整
合
性
が
図
ら
れ
る

よ
う
見
直
し
を
お
こ
な
う
。

　

中
学
校
校
舎
の

　
　
清
掃
支
援
強
化
を

　

質
問　
①
校
舎
の
清
掃
活
動
の

評
価
を
。

②
校
舎
内
の
、
床
塗
装
が
傷
ん
で

い
る
。
修
理
は
。

　

答
弁
（
久
保
田
村
長
）
①
中
学

生
の
皆
さ
ん
が
真
け
ん
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
清
掃
を
と
お
し
て

「
日
本
で
最
も
美
し
い
中
学
校
」

を
目
指
す
運
動
は
、
ま
さ
に
「
最

も
美
し
い
村
連
合
」
の
活
動
に

沿
っ
た
も
の
で
大
変
あ
り
が
た

い
。

　

答
弁
（
小
山
教
育
長
）
②
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
最
終
的
に
ど
の
よ
う
に
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
か
、
考
え
て
い
き

た
い
。

　

再
質
問　
現
在
の
い
た
み
具
合

は
。

　

答
弁　
学
校
と
相
談
し
、
す
べ

て
い
た
ん
だ
時
点
で
修
理
し
て
い

き
た
い
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
は

　

質
問　
①
通
学
路
の
、
危
険
個

所
と
安
全
対
策
が
必
要
な
と
こ
ろ

は
。

②
整
備
計
画
の
要
望
箇
所
は
。

③
紫
地
区
の
通
学
道
路
拡
幅
と
歩

道
整
備
は
。

④
小
、
中
学
生
通
学
路
の
違
い
が

あ
る
。
統
一
で
き
な
い
の
か
。

　

答
弁
（
小
山
教
育
長
）
①
学
校

よ
り
、
危
険
個
所
の
要
望
は
13
ヵ

所
。

②
歩
道
整
備
は
、
４
ヵ
所
計
画
を

進
め
て
い
る
。

④
中
学
校
よ
り
、
小
学
校
の
通
学

路
は
よ
り
安
全
に
配
慮
し
た
結
果

違
っ
て
く
る
。

　

答
弁
（
小
林
建
設
水
道
課
長
）

③
紫
地
区
の
通
学
路
拡
幅
の
改
良

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

再
質
問　
小
、
中
学
生
が
一
緒

に
通
学
す
る
こ
と
が
、
安
全
な
の

で
は
。

　

答
弁
（
小
山
教
育
長
）
通
学
時

間
が
違
う
の
で
無
理
で
あ
る
。

　
福
井
原
に
設
置
し
た

　
カ
ラ
ス
檻
の
維
持
管
理
は

　

質
問　
①
カ
ラ
ス
檻
全
体
の
維

持
管
理
は
。

②
カ
ラ
ス
の
、
被
害
が
多
く
出
て

い
る
地
区
に
も
檻
の
設
置
を
。

　

答
弁
（
牧
産
業
振
興
課
長
）

①
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
委
託
料

90
万
円
の
範
囲
で
行
っ
て
い
ま

す
。

②
新
た
な
カ
ラ
ス
の
檻
は
、
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　

再
質
問　
①
餌
の
管
理
は
。

②
カ
ラ
ス
捕
獲
量
を
増
や
し
て

は
。

　

答
弁　
①
委
託
料
を
含
め
、
猟

友
会
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

②
現
在
収
穫
数
は
80
羽
、
１
０
０

羽
を
超
え
た
場
合
は
新
た
に
申
請

す
る
。

　

再
再
質
問　
捕
獲
数
は
年
度
の

許
可
な
の
か
。

　

答
弁　
年
度
末
の
数
字
で
す
。

心と力を込めて、日本一美しい
学校にするため床掃除をする

有害鳥獣駆除に関しては、
市町村長の捕獲許可となっている。

福井原に設置したカラスのオリ。

一 般 質 問

内 山  信 行  議 員
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即
時
原
発
ゼ
ロ
に

　

質
問　
す
べ
て
の
原
発
か
ら
た

だ
ち
に
撤
退
す
る
政
治
決
断
を
行

い
、
即
時
原
発
ゼ
ロ
の
実
現
を
図

る
べ
き
と
思
う
が
、
長
と
し
て
の

見
解
は
。

　

答
弁
（
久
保
田
村
長
）
太
陽
光

発
電
の
導
入
や
小
水
力
発
電
施
設

の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の

村
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
原
子
力

発
電
に
依
存
し
な
い
こ
と
が
望
ま

し
い
。

　

再
質
問　
再
生
可
能
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
賄
え
る
の
で
、
反
対
し
て

は
。

　

答
弁　
即
、
原
発
廃
止
は
望
ま

し
い
が
、
安
全
を
確
保
し
て
の
運

転
は
や
む
を
得
な
い
。

　

再
再
質
問　
放
射
能
は
危
険
で

す
。
反
対
し
て
は
。

　

答
弁　
科
学
の
力
で
安
全
対
策

し
て
ほ
し
い
。

　
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
振
興
は

　

質
問　
①
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽

培
の
将
来
性
を
ど
う
見
て
い
る
の

か
。

②
具
体
的
な
振
興
策
は
。

　

答
弁
（
牧
産
業
振
興
課
長
）

シ
ャ
ル
ド
ネ
、
メ
ル
ロ
ー
、
な
ど

欧
州
系
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
は
人
気
が

あ
る
の
で
、
生
産
者
と
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

　

再
質
問　
県
内
各
地
で
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
し
て
い
る
が
、
価
格

は
。

　

答
弁　
甲
州
系
は
安
い
が
、
欧

州
系
は
人
気
が
あ
り
高
値
で
安
定

し
て
い
る
。

　

再
再
質
問　

ワ
イ
ナ
リ
ー
を

作
っ
た
場
合
の
補
助
は
。

　

答
弁　
地
産
地
消
の
部
分
で
考

え
て
い
る
。

　
国
保
の
見
通
し
は

　

質
問　
①
本
年
度
の
、
医
療
費

状
況
は
。

②
国
民
健
康
保
険
の
、
赤
字
を
ど

う
克
服
す
る
か
。

③
次
年
度
の
国
保
税
ど
う
す
る
の

か
。

④
医
療
費
抑
制
す
る
対
策
は
。

　

答
弁
（
久
保
田
村
長
）
①
３
月

か
ら
９
月
ま
で
前
年
同
期
と
比

べ
、
12
・
２
％
の
伸
び
、
保
険
税

を
改
定
し
た
22
年
度
と
比
較
す
る

と
27
・
４
％
伸
び
て
い
ま
す
。

②
一
般
会
計
よ
り
繰
り
入
れ
て
い

く
。

③
年
々
医
療
費
が
増
加
傾
向
で
す

の
で
、
負
担
を
お
願
い
し
て
い
き

ま
す
。

④
保
健
予
防
事
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

再
質
問　
今
後
も
一
般
会
計
よ

り
繰
り
入
れ
を
行
う
の
か
。

　

答
弁　
繰
り
入
れ
を
含
め
た
中

で
、
考
え
て
い
き
た
い
。

　
憲
法
改
正
ど
う
思
う

　

質
問　
憲
法
改
正
し
よ
う
と
い

う
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

村
長
は
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

　
答
弁
（
久
保
田
村
長
）
平
和
憲

法
を
尊
重
し
、
国
際
情
勢
を
冷
静

に
見
つ
め
、
国
民
的
議
論
を
幅
広

く
深
め
て
い
く
。

　

再
質
問　
９
条
は
戦
後
の
反
省

の
上
に
作
ら
れ
た
も
の
、
守
る
こ

と
が
大
事
と
思
う
が
。

　

答
弁　
安
全
保
障
上
、
尊
重
し

て
い
き
た
い
。

３回開かれたワイン公開講座には
村内外から参加者がありました。

学校給食の放射能検査のため
導入予定の検査装置

（TN300B ベクレルモニター）

一 般 質 問

山 嵜  秀 治  議 員
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篠 原  尚 元  議 員

　
久
保
田
村
政

　
　
３
期
目
の
見
解
は

　

質
問　
①
村
の
基
幹
産
業
は
農

業
で
す
。
今
後
の
り
ん
ご
振
興
に

つ
い
て
。

②
近
隣
市
町
村
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン

と
位
置
付
け
、
若
者
向
け
の
住
宅

建
設
を
。

③
国
民
健
康
保
険
税
へ
の
繰
り
入

れ
、
基
金
の
減
少
、
収
納
率
、
未

収
金
の
増
額
な
ど
の
対
策
は
。

④
山
田
保
育
園
跡
地
利
用
の
進
捗

状
況
は
。

　

答
弁
（
久
保
田
村
長
）
①
高
齢

者
で
も
栽
培
管
理
が
容
易
な
新
わ

い
化
と
団
地
化
を
推
進
し
生
産
量

の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
家
所
得
の
向
上
に
、
リ
ン
ゴ

の
付
加
価
値
を
高
め
る
加
工
か
ら

販
売
ま
で
の
６
次
産
業
化
を
進

め
、
若
い
農
業
後
継
者
に
魅
力
あ

る
リ
ン
ゴ
作
り
に
、
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

②
人
口
減
少
の
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
若
い
皆
さ
ん
の

定
住
促
進
を
図
る
た
め
に
、
住
宅

建
設
を
は
じ
め
、
Ｕ
・
Ｊ
・
Ⅰ

タ
ー
ン
の
皆
さ
ん
や
、
子
育
て
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
な
ど
を
対
象

に
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
、

「
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
」
の
建
設

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
19
棟
の
村
営

住
宅
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

少
子
化
対
策
は
村
と
し
て
、
大

変
重
要
な
課
題
で
す
。
人
口
減
少

対
策
と
し
て
、
住
宅
の
整
備
を
し

て
い
き
た
い
。

③
平
成
21
年
国
民
健
康
業
基
金
残

高
は
、
１
億
２
６
０
２
万
円
で
し

た
が
、
22
年
度
に
財
源
不
足
を
補

う
為
に
、
３
５
２
０
万
円
を
取
崩

し
、
23
年
度
に
は
医
療
費
激
変
緩

和
措
置
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら

３
０
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
、
基

金
か
ら
１
５
０
万
円
を
取
崩
し
、

現
在
高
は
、
９
１
６
３
万
円
に
な

り
ま
す
。
保
険
者
の
負
担
な
ど
総

合
的
に
勘
案
し
、
持
続
可
能
な
国

保
財
政
運
営
に
努
め
る
。

④
跡
地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
山
田
保
育
園
跡
地
利
用
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
利
用
方
法
を
検
討
し
ま
し

た
。

　

少
子
化
対
策
な
ど
、
活
性
化
を

図
る
た
め
に
、
国
・
県
の
助
成
制

度
を
利
用
し
住
宅
構
想
進
め
て
い

ま
す
。

　

再
質
問　
①
生
産
し
や
す
い
、

新
わ
い
化
を
導
入
し
て
は
。

②
家
賃
の
安
い
、
若
者
む
け
住
宅

を
建
設
し
て
は
。

③
繰
り
入
れ
は
仕
方
が
な
い
が
更

な
る
繰
り
入
れ
は
慎
重
に
。

　

答
弁　
①
若
い
人
に
、
魅
力
あ

る
リ
ン
ゴ
栽
培
支
援
す
る
。

②
複
合
住
宅
が
必
要
で
す
。

③
高
度
医
療
費
増
も
見
込
ま
れ
ま

す
が
、
安
心
し
て
受
診
出
来
る
よ

う
努
め
ま
す
。

一 般 質 問

リンゴ出荷量も５年前から 29％減少しています。
生産者の高齢化が進み、労力省力化、コスト削減の

切り札として「新わい化栽培」を取り入れては。

高山村の平成 23 年出生数は、40 人です。
更なる若者向け住宅の建設で、少子化対策を。
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畔 上  孝 一  議 員

　
小
中
学
校
の
非
構
造
部
材
の

　
耐
震
対
策
は

　

質
問　
高
山
小
学
校
は
、
耐
震

改
修
工
事
が
済
み
ま
し
た
。
村
内

の
学
校
は
、
非
構
造
部
材
の
耐
震

化
工
事
を
実
施
さ
れ
た
の
か
。

　

答
弁
（
藤
沢
教
育
次
長
）
文
部

科
学
省
の
通
知
に
基
づ
き
、
体
育

館
の
天
井
落
下
防
止
対
策
を
優
先

し
た
い
。

　

小
学
校
の
体
育
館
は
、
天
井
仕

上
げ
ボ
ー
ド
の
重
量
が
軽
く
今
回

の
対
象
外
で
す
が
、
照
明
器
具
、

音
響
設
備
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

を
。
中
学
校
体
育
館
の
天
井
は
、

ボ
ー
ド
仕
上
げ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
小
学
校
体
育
館
同
様
の
点
検

を
依
頼
し
て
、
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

　

再
質
問　
文
部
科
学
省
で
財
源

を
補
助
す
る
が
、
た
と
え
ば
地
方

債
発
行
し
て
も
80
％
国
が
保
障
し

ま
す
。
早
期
に
工
事
を
進
め
て

は
。

　

答
弁　
天
井
落
下
を
防
ぐ
工
事

は
費
用
も
掛
か
る
の
で
、
国
の
財

源
を
利
用
し
て
計
画
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

　

質
問　
入
浴
料
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン

ド
は
年
間
１
万
８
０
０
０
円
、
蕨

温
泉
１
万
５
０
０
０
円
で
す
。
セ

ン
タ
ー
に
も
年
間
利
用
券
を
発
行

し
て
は
。

　

答
弁
（
久
保
田
村
長
）
Ｙ
Ｏ
Ｕ

游
ラ
ン
ド
や
蕨
温
泉
及
び
大
湯
の

村
営
温
泉
施
設
は
、
入
浴
を
お
も

な
目
的
と
し
て
営
業
し
て
い
る
の

で
、
村
内
外
を
問
わ
ず
ご
利
用
頂

い
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
維
持
管
理
費
を
賄
う
た

め
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
「
年

間
券
」
を
設
置
し
、
割
安
な
料
金

体
系
を
と
り
利
用
者
の
拡
大
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
入
浴
を
目
的
と
し
た
施

設
で
な
く
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
健

康
で
生
き
甲
斐
を
も
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
高
齢
者

相
互
の
交
流
の
場
と
し
て
受
益
に

対
す
る
応
分
の
負
担
を
頂
い
て
い

る
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
他
の
施
設
と
は

目
的
が
異
な
り
「
年
間
利
用
券
の

発
行
」
は
な
じ
ま
な
い
の
で
、
今

後
も
応
分
の
負
担
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

再
質
問　

障
が
い
の
あ
る
人

が
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
に
通
う
に

は
無
理
で
す
の
で
減
免
制
度
を
設

け
て
は
。

　

答
弁　
個
々
の
状
況
が
あ
り
ま

す
が
、
交
流
の
場
で
す
の
で
多
く

の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

雪の中、ネットで囲んで耐震化工事進行中の
青少年センター。

60 歳以上の方は入浴を含めだれでも利用できます。
もっともっと利用してください。

一 般 質 問
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教
育
環
境
の
整
備
、
学
力
向
上
を

目
指
し
、
求
め
ら
れ
る
解
決
策
は

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
村

立
高
山
村
保
育
園
長
、
高
山
小
学

校
校
長
、
教
頭
、
高
山
中
学
校
校

長
、教
頭
、教
育
長
、教
育
次
長
と
、

教
育
環
境
の
整
備
や
学
力
の
向
上

に
つ
い
て
、
委
員
会
が
提
示
し
た

質
問
に
答
え
る
形
で
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
小
山
新
教
育

長
は
、
長
い
教
師
生
活
の
中
で
も
、

こ
の
よ
う
に
教
育
関
係
者
と
議
会

が
懇
談
会
を
持
つ
の
は
初
め
て
の

事
で
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

教
育
長
挨
拶
の
後
意
見
交
換
会

に
入
り
ま
し
た
。
保
育
園
か
ら
は

就
学
未
満
児
の
年
齢
別
人
口
と
各

保
育
園
へ
の
通
園
児
童
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

園
児
の
現
状
は
５
歳
児
60
人

（
45
人
）、
４
歳
児
71
人
（
59
人
）、

３
歳
児
51
人
（
39
人
）、
２
歳
児
53

人
（
15
人
）、１
歳
児
38
人
（
11
人
）、

０
歳
児
50
人（
０
人
）で
す
。※
か
っ

こ
内
は
た
か
や
ま
保
育
園
児
数
。

　

小
中
学
校
で
行
わ
れ
た
、
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
に
基
づ
く
対
応
と

し
て
、
学
習
支
援
の
先
生
の
存
在

が
あ
り
う
れ
し
い
、
学
習
課
題
を

見
つ
け
出
し
、
わ
か
っ
た
、
出
来

た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
年
２
回
実
施
、

一
人
学
習
を
し
っ
か
り
や
り
、
学

び
合
う
事
や
、
学
習
指
導
要
項
で

対
応
が
で
き
て
い
る
も
の
、
終
了

し
た
も
の
、
対
策
中
の
も
の
、
未

対
応
の
も
の
、　

基
本
問
題
に
は

強
い
が
応
用
問
題
に
弱
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

　

担
当
教
員
だ
け
に
任
せ
な
い
で

職
員
が
全
員
で
取
り
組
み
、
子
供

た
ち
と
綱
引
き
を
す
る
プ
リ
ン
ト

授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
を
め
ざ
し
県
の
学
習
指
導
主
事

を
２
回
呼
び
向
上
改
良
し
言
語
活

動
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
松
本　

茂
）

　
﹁
感
染
性
胃
腸
炎
警
報
﹂
が
で

ま
し
た
︒

　

作
年
秋
か
ら
「
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
」

が
原
因
の
感
染
性
胃
腸
炎
の
集
団

感
染
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
が
休
園
し
た
り
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
で
集
団
感
染
し
た
り
、
小
さ
な

子
供
た
ち
を
中
心
に
全
国
で
流
行

し
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
十
二
日
、
県
で
は
初
め

て
全
県
に
「
感
染
性
胃
腸
炎
警
報
」

を
出
し
ま
し
た
。
感
染
予
防
の
た

め
の
「
手
洗
い
」
の
徹
底
な
ど
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
「
た
か
や
ま
保
育
園
」
で
は
食

事
の
前
の
「
手
洗
い
」
と
「
ウ
ガ

イ
」
を
常
日
ご
ろ
か
ら
園
児
た
ち

に
徹
底
し
て
実
行
し
て
お
り
、
今

の
と
こ
ろ
感
染
し
た
園
児
は
い
な

い
と
言
う
事
で
す
（
牧
保
育
園
長

の
話
）。

　

私
が
伺
っ
た
折
も
子
供
た
ち
は

粘
土
遊
び
の
後
、
腕
ま
く
り
を
し

て
石
鹸
で
一
生
懸
命
に
手
洗
い
を

行
い
、
そ
の
後
「
ウ
ガ
イ
」
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
」
は
感
染
力

が
強
く
、
小
さ
な
子
供
や
体
力
の

落
ち
て
い
る
高
齢
者
は
重
症
に
な

る
事
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

帰
宅
時
や
食
事
の
前
に
は
お
互

い
に
し
っ
か
り
手
洗
い
と
ウ
ガ
イ

を
し
て
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

尚
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
予
防

用
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
は
あ
ま
り

効
果
が
無
い
よ
う
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
畔
上
孝
一
）

懇談会で説明する教育関係者のみなさん。

ガンバレ、ガンバレ、良くできました。
もう少しで小学生ですね。

先生の指導のもと石けんできれいに
手洗いをしウガイをする園児たち。

（たかやま保育園）　

コ
ラ
ム
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鞠
子
水
源
・
黒
部
配
水
池

上
水
道
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
視
察

地
域
医
療
連
携
と
は
何
？

　
地
域
医
療
講
習
会

　
　
県
健
康
福
祉
政
策
課
小
林
美
佐
子
氏
に
聞
く

10
月
18
日  

民
生
産
建
常
任
委
員
会

　

普
段
な
に
げ
な
く
使
用
し
て
い

る
水
、
高
山
村
の
水
道
は
大
ま
か

に
こ
う
な
り
ま
す
。

　

沢
か
ら
取
り
入
れ
た
水
は
、
着

水
槽
で
濁
り
を
沈
め
ま
す
。
そ
れ

で
も
取
り
き
れ
な
い
濁
り
や
汚
れ

は
、
急
速
濾
過
機
の
砂
の
層
を
通

し
て
取
り
除
き
ま
す
。
そ
し
て
最

後
に
塩
素
で
消
毒
し
て
安
心
し
て

飲
め
る
水
に
な
り
ま
す
。

　

高
山
村
の
水
源
は
何
か
所
有
る

か
皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
。
沢
等

の
表
流
水
が
９
か
所
、
湧
水
が
６

か
所
、
深
井
戸
が
６
か
所
、
合
計

21
か
所
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
高
山
村
は
、
全
村
が
傾
斜

地
に
あ
た
る
た
め
原
水
と
使
用
場

所
の
標
高
差
が
大
き
く
水
道
水
の

圧
力
が
標
準
以
上
に
な
る
た
め
圧

力
を
調
整
す
る
減
圧
槽
を
設
置
し

安
定
し
た
水
圧
を
確
保
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
変
多
く
の
施
設

を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
る
の

か
？
実
は
、
役
場
の
中
に
集
中
監

視
シ
ス
テ
ム
が
有
り
ま
す
。

　

各
水
道
施
設
で
計
測
し
て
い
る

水
位
、
流
量
、
残
留
塩
素
濃
度
デ
ー

タ
及
び
機
器
の
状
態
を
何
時
で
も

接
続
す
れ
ば
画
面
で
監
視
閲
覧
で

き
、
前
日
の
デ
ー
タ
は
夜
間
に
収

集
を
行
い
定
時
刻
に
帳
票
に
ま
と

め
た
デ
ー
タ
を
印
字
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
施
設
で
異
常
が
発

生
し
た
場
合
、
音
声
及
び
メ
ー
ル

で
担
当
者
に
連
絡
が
入
り
対
応
処

置
が
迅
速
に
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
高
山
村
の

水
道
は
各
水
源
の
水
量
が
少
な
い

た
め
に
、
多
く
の
水
源
を
必
要
と

し
て
い
る
事
、
水
を
使
用
す
る
各

戸
が
傾
斜
地
に
点
在
し
て
い
る
た

め
配
水
池
、
減
圧
槽
等
の
施
設
も

多
く
設
置
さ
れ
、
配
管
も
断
水
を

防
ぐ
た
め
の
方
策
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
有
限
の
水
を
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

（
酒
井
康
臣
）

　

医
療
連
携
と
は
何
、
各
医
療
機

関
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や
特
色

が
あ
り
、
例
え
ば
地
域
の
診
療
所

（
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
な
ど
は
、
入
院

を
必
要
と
し
な
い
軽
度
の
患
者
を

対
象
と
し
て
医
療
を
提
供
。
ま
た

急
性
期
病
院
（
県
立
須
坂
病
院
・

北
信
総
合
病
院
・
長
野
市
民
病
院
）

な
ど
は
、
救
急
医
療
や
専
門
的
な

医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
の
機
能

を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
病
院
同

士
が
連
携
し
、
患
者
に
効
率
よ
く

適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の

連
携
で
す
。

　

連
携
に
よ
り
一
部
の
病
院
に
患

者
が
集
中
す
る
こ
と
が
避
け
ら

れ
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と

で
、
身
近
な
医
師
に
相
談
で
き
る
、

病
状
に
応
じ
て
医
師
が
紹
介
、
逆

紹
介
す
る
こ
と
で
継
続
性
の
あ
る

適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
で
す
。

　

又
近
年
は
高
齢
化
が
進
み
、
福

祉
医
療
分
野
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
図
ら
れ
て
き
て
お
り
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
の

設
立
や
、
専
門
医
が
地
域
に
出
向

く
地
域
巡
回
リ
ハ
ビ
リ
事
業
（
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
担
う
人
材
確
保
、
費
用

分
担
ル
ー
ル
の
策
定
、
共
通
個
人

情
報
の
ル
ー
ル
策
定
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

今
後
は
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現

に
向
け
、
日
常
生
活
の
維
持
支
援

に
必
要
な
医
療
・
介
護
・
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
す
る
制
度
を
ど
う
す
る

の
か
。
医
・
介
・
福
は
地
域
の
基

本
的
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
行
政
が

事
業
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
事
で
す
。

　

医
療
費
を
肥
大
化
さ
せ
な
い
た

め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

薬
に
頼
ら
ず
、
運
動
、
食
生
活
で

健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
酒
井
康
臣
）

水源から集められた水は 17 ヶ所の配水池で
濾過殺菌をして各戸に配水しています。
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ら
の
作
業
を
、
子
供
た
ち
に
楽
し

み
な
が
ら
体
験
し
て
も
ら
え
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
は
、
男
の
隠
れ
家
の

皆
さ
ん
に
そ
ば
打
ち
の
講
師
を
し

て
頂
き
、
講
師
の
方
が
打
ち
方
を

教
え
な
が
ら
そ
ば
を
打
つ
様
子
を

子
供
た
ち
が
見
学
し
た
後
、
６
組

に
別
れ
て
そ
ば
打
ち
を
始
め
ま
し

た
。
な
か
な
か
思
い
通
り
に
行
か

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
講

師
の
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
頑

張
っ
て
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
来
た
そ
ば
は
早
速
ゆ
で
て
食

べ
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
に
と
っ

て
一
か
ら
作
っ
た
そ
ば
は
格
別
に

美
味
し
い
そ
ば
の
よ
う
で
し
た
。

　

こ
れ
が
「
わ
く
わ
く
村
」
の
皆

さ
ん
と
約
３
个
月
に
渡
る
親
子
で

の
そ
ば
作
り
体
験
で
す
が
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
良
い
経
験
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
沖
田
重
男
）

　

昨
年
の
５
月
の
総
会
で
商
工
会

長
に
任
命
さ
れ
、
早
６
个
月
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
事
業
に
関
し
ま
し
て
は

行
政
の
方
々
、
ま
た
、
村
民
の

方
々
に
御
理
解
を
頂
き
な
が
ら
、

現
在
事
業
を
進
め
て
い
る
所
で

す
。

　

６
个
月
間
の
事
業
を
振
り
返
り

ま
す
。

　

一
つ
目
は
高
山
ま
つ
り
が
あ
り

ま
す
。
商
工
会
員
ま
た
、
行
政
の

方
々
の
ご
指
導
の
も
と
盛
大
に
事

業
展
開
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
達
商
工
会
の
売
り
は
「
ひ
ん

の
べ
だ
ん
ご
」
で
す
。
商
工
会
員

一
丸
と
な
っ
て
、
朝
か
ら
準
備
を

し
ま
し
た
。
３
０
０
０
食
を
作
る

こ
と
は
そ
う
そ
う
楽
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
村
民
の
皆
様
に
、

「
お
い
し
い
！
」
と
声
を
か
け
て

い
た
だ
く
の
が
な
に
よ
り
う
れ
し

く
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
も
少
な
い
人
数

の
中
で
、
こ
ど
も
み
こ
し
や
夜
店

等
々
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
で
す
。
昨
年
は
二
回
の
実
施

で
す
が
、
発
売
日
の
一
日
で
完
売

と
な
り
と
て
も
好
評
を
得
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
地

元
商
工
会
員
の
お
店
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
中
で
は
大
変
あ
り
が
た

い
商
品
券
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
秋
の
市
で
す
。
お

か
げ
様
で
、
昨
年
は
10
年
目
を
迎

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
昨
年
は

来
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
み
か

ん
を
無
料
で
提
供
し
た
り
と
、
お

客
様
を
な
ん
と
か
秋
の
市
に
呼
び

込
も
う
と
会
員
さ
ん
一
人
一
人
が

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
報
告
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
高
山
村
商
工

会
は
今
ま
で
以
上
に
「
商
工
会
は

行
き
ま
す
・
聞
き
ま
す
・
提
案
し

ま
す
。」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
事
業
活
動
も
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
自
然
豊
か
な

高
山
村
を
皆
で
愛
し
、
活
気
あ
る

村
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
委
員
会
と
「
わ
く
わ
く
村
」

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
親
子
で
、
そ

ば
作
り
体
験
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
農
業
委
員
会

で
は
、
ま
ず
始
め
に
そ
ば
の
種
を

蒔
け
る
よ
う
に
畑
の
草
刈
り
や
土

を
耕
し
、
７
月
28
日
に
「
わ
く
わ

く
村
」
親
子
の
方
達
が
種
蒔
き
を

し
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
た
ち
が

種
を
蒔
い
た
列
に
は
杭
を
打
っ
て

名
前
を
書
き
、
そ
ば
が
ど
の
よ
う

に
育
っ
て
い
く
の
か
を
観
察
し
て

貰
い
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
に
は
、
い
よ
い
よ
そ

ば
の
収
穫
と
な
り
、
子
供
た
ち

が
鎌
を
持
っ
て
そ
ば
を
刈
り
ま
し

た
。
刈
っ
た
そ
ば
は
棒
で
叩
き
、

茎
と
実
を
離
し
て
ふ
る
い
に
か

け
、
と
う
み
を
使
っ
て
実
が
入
っ

て
い
な
い
も
の
を
分
け
る
昔
な
が

☆
高
山
村
商
工
会
活
動
☆

水
中
区

藤
沢
　
一
彦

声★★声★★

わ
た
し
の

商工会の皆さんが朝早くから 3,000 食を
作って村民の皆さんに食べてもらいました。
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とうみを使って昔ながらの
作業をしています。
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